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連　載

子どもの養育における父親の役割

　1970年代，父親研究のパイオニアの一人である心理

学 者 の Lamb1） が， 父 親 を 子 ど も の 発 達 に お け る

「forgotten contributor」と称したように，父親は長く，

社会的にも学術的な研究分野においても，母親と比べて

きわめて希薄な存在であった。しかし近年では，社会情

勢の変化や男女平等の理念の浸透に伴い，状況は大きく

変化し，父親の養育（parenting）や父子関係を主題とし

た学術論文や書籍の数は年々増加し（表１）2），厚生労働

省が父親の育児参加を推進する大規模なプロジェクトを

開始するなど3），社会全体において父親の養育に注目が

集まっている。このような変化のなかで，現代の父親は，

従来の「主たる家計支持者」としての役割だけでなく，哺

乳や入浴などの実際的なケアを行い，子どもを保護し，

教育し，モデルとなり，道徳的な規範を示し，そして夫

としてパートナーをサポートするといった多様な役割を

担うことが求められている4）。

　また，父親は子どもにとってのアタッチメント対象と

しても重要な存在である。子どもが母親だけではなく，

父親との間にもアタッチメントを形成することは周知の

事実である。父親も母親と同様に，子どもにとって危機

が生じた場合の確実な避難場所（safe haven）となり，

さらに，子どもが外界を積極的に探索するうえでの安全

基地（secure base）としての役割を果たす。

　こうした父親と子どもとの間に発展する情緒的な強い

絆は，必ずしも子どもが誕生した後から形成されるわけ

ではない。父親も母親も，妊娠期から胎児と相互作用を

行い，胎児との間に親和的な関係性を形成する5）。この

ような prenatal attachment は，胎児を自己と分化させ

てとらえ，母親のお腹をさすったり話しかけたりして胎

児との相互作用を楽しみ，胎児のために食事内容を気に

かけ，子どもが誕生した後の様子を想像するといった行

動として現れ6），母親の場合，胎動初覚を契機として度

合いが深まり，妊娠20週以降には比較的安定した状態

に至るといわれている7）。妊娠期から形成される親－胎

児間の情緒的な絆は，産後の親子間のアタッチメントや
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父親のメンタルヘルスと育児支援

　これまで，父親の役割や子どもの発達への影響につい

て述べてきたが，子どもの誕生と親への移行は，当然の

ことながら，母親だけではなく父親にとってももっとも

大きなライフイベントの一つである。周産期の親のメン

タルヘルスについて，母親の産後うつの実態や，その母

子関係や子どもの発達への影響については広く知られて

いるが，父親の産後うつについてはこれまであまり注目

されてこなかった。しかし，その有病割合は妊娠期から

産後１年までの期間において10.4％であり，産後３〜

６カ月でもっとも高いことが報告されている（表２）16）。
このような父親の抑うつ状態は，子どもの行動上の問題

や社会－情緒的な発達に影響を及ぼし，とくに男児にお

いてその影響力が大きいことが明らかになっている17）。

また，配偶者の抑うつ状態との関連性も認められている。

すなわち，母親の産後うつが疑われた場合には，その背

後に，父親の産後うつが隠れている可能性があることを

看護師は認識しておく必要性がある。

　父親は，仕事と育児との両立，育児への自信のなさ，

産後の夫婦関係の変化などから，母親と同様にストレス

を抱えており18）19），支援を必要とする存在である。児童

虐待による死亡事例の主たる加害者として実父が占める

割合は約16％であり20），乳幼児が激しく揺さぶられる

ことによって脳に傷害をきたす「乳幼児揺さぶられ症候

群」の加害者の多数が父親または内縁の夫であることを

考慮しても，父親の産後のメンタルヘルスは無視できな

親のメンタルヘルスとも関連するといわれる5）。父親－

胎児間の prenatal attachment の実態や関連要因につい

ては，まだ十分に明らかになっているとはいえないが，

妊娠期の看護において，父親－胎児間の関係性を把握し，

促進していくことは，産後の父親役割への移行を支援す

るうえでもきわめて重要である。

父親の子どもの発達への影響

　では，父親が養育に積極的にかかわることによって，

子どもの発達にどのようなポジティブな影響があるのだ

ろうか。父親の子どもへのかかわり方は，母親のそれと

は質的に異なることが知られている。例えば，父親はよ

り身体的に刺激的で予測不可能な遊びで子どもとかかわ

る8） とともに，タスク志向的9） であり，より長い時間に

わたって一つの遊びに集中させることができる。

　こうした父子間と母子間の相互作用の質的な違いは，

子どもの脳の異なる部位を刺激し，シナプスの形成を促

進し，子どもの身体的，認知的，社会－情緒的な発達を

促すものと考えられる。これまでの研究において，父親

が子どもと積極的に，支持的にかかわっている場合に，

子どもの認知能力が高く10），社会性や共感性の発達が良

好で11）12），行動上の問題の出現が少ない13） ことが報告さ

れている。また，厚生労働省の縦断的な調査によると，

父親が子どもと過ごす時間が長いほど，子どもは落ち着

いて話を聞き，一つのことに集中し，がまんし，感情を

表出し，集団で行動し，約束を守ることができる割合が

高くなっている14）。

　さらに，父親の育児への関与と子どもの事故との関連

性を検討した興味深い研究もある。藤原ら15） は，生後

６カ月時点での父親の育児関与のレベルと生後18カ月

までの幼児の負傷（転落，溺水，誤飲など）の発生率との

関連を検討し，父親の関与は乳幼児における不慮の事故

の発生を予防できることを明らかにした。

　以上より，父親の養育に関連した一連の研究知見は，

一貫して，父親の積極的な育児参加が，子どもの最適な

発達と安全を保障することを示唆している。

有病割合 95％信頼区間

妊娠期 初期・中期 11.0％ 6.0～18.0％

後期 12.0％ 9.0～15.0％

産　後 誕生～３カ月 7.7％ 5.3～11.1％

３～６カ月 25.6％ 17.3～36.1％

６～12カ月 9.0％ 5.0～15.0％

全期間 10.4％ 8.5～12.7％

〔Paulson JF, Bazemore SD：Prenatal and postpartum depression in 
fathers  and  its  association with maternal  depression：a meta-
analysis. JAMA 303⒆：1961-1969，2010．を基に作成〕

産前・産後の父親のうつ病の有病割合表 ２
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い健康課題である。父親の産後うつに関する研究分野は

比較的新しく，今後さらに知見を積み上げていく必要性

があるが，近年の父親の育児参加の推進は，父親が楽し

んで子育てをする環境を整える一方で，父親がその期待

と役割の大きさに押し潰されてしまう危険性を孕んでい

る。そのため，従来の母親を中心とした育児支援プログ

ラムではなく，父親を含めた包括的な支援の充実が求め

られている。

父親への育児支援

　父親への育児支援については，すでに地方自治体や

NPO 法人などが多様なプログラムを提供している。例

えば，東京都では，妊娠中の母体の心身の変化，子ども

の成長，そして時期に応じた父親の役割などについてま

とめた父親向けの育児啓発冊子『父親ハンドブック』を発

行している21）。また，NPO 法人ファザーリング・ジャ

パンは，父親学校「ファザーリングスクール」を開講し，

育児のスキルや知識の実践的なトレーニングやネット

ワーク形成（パパ友づくり）を支援するプログラムを継続

的に実践している22）。奈良市では，産前の両親学級にお

いて，子どもの発達に関する説明や沐浴体験などに加え，

両親に子どもの泣き声を聞いてもらい，そのときの感情

などについて夫婦で話し合うというユニークな取り組み

を行っている23）。こうした取り組みは，夫婦の相互理解

につながるとともに，乳幼児揺さぶられ症候群の発生を

予防するうえでも有効であると考えられる。また最近で

は，子どもの成長・発達や親役割への移行促進を目的と

した英国の親子支援プログラム Family Partnership 

Model を基盤として作成された Promotional Guides24）

が，わが国において，父親を含めた妊娠期から子育て期

への切れ目のない支援を行ううえで注目されている。

　このような一連の父親に対する育児支援は，父親を心

理的・社会的にサポートしていくうえで大変に有効であ

ると考えられる。今後は，一つひとつの支援の効果を科

学的に実証していくとともに，これまで支援の対象とし

て含まれてこなかった父親を，いかに支援のなかに組み

込んでいくかが課題である。

乳幼児健診や小児科クリニックにおける父親へのアプローチ

　最近では，乳幼児健診や小児科の受診に父親が付き添

う姿を多く見かけるようになった。こうした機会をとら

えて，父親のメンタルヘルスや育児上の困難や悩み，父

子や夫婦の関係性についてアセスメントすることは，産

後の支援としてきわめて重要である。

　また，診察において，子どもの発達や日常の様子につ

いて問診する際に，看護師は，母親から情報を収集する

場合が多い。なぜなら，多くの場合，子どもとより長い

時間を共に過ごし，日常の子どもの行動を熟知し，豊富

な情報を有しているのは母親だと考えられるからであ

る。しかし，子どもの発達，とくに社会－情緒的な発達

や行動上の問題についてアセスメントする場合には，母

親だけでなく，父親の認識についても確認することが重

要である。父親のかかわり方は母親とは異なった質と方

法をもつため，子どもの行動について違った認識をもっ

ている可能性があるからである。実際に，子どもの行動

についての両親の認識には有意な差異があり，父親は母

親と比較して，男児の「叩く」「落ち着きがない」などの行

動上の問題をより深刻に評価し，一方で，共感性や思い

やり行動といった社会的な能力についてはより低く評価

する傾向があることが報告されている25）。父親が同席し

ている場合には，父親と母親の双方から情報を収集し，

意見に不一致がみられた場合には，看護師はそれらにつ

いて十分に話し合う必要がある。

　当然のことながら，こうした健診や小児科受診におけ

る父親の重要性は，アセスメントの段階のみにあるので

はない。父親は，子どもが慢性的な疾患や発達障害を有

する場合に，さまざまなストレスや困難を抱えてい

る26）27）。また，子どもが療養し，疾患や障害を受け入れ，

自立した生活を送っていくためには父親の存在が非常に

重要である。看護師は父親の思いを受け止め，尊重し，

共感しながら，パートナーシップを形成し，養育や意思

決定を支えていく支援を行う必要がある。

おわりに

　本稿では，乳幼児をもつ父親のメンタルヘルスや育児

支援を中心に述べてきた。父親に関する研究や実践はま
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だ発展途上の段階にある。今後も研究を集積していきな

がら，その知見をいかに実践に応用するか，そして，い

かにして父親が「子育てを楽しみ，自分自身も成長して

いける」3） ような社会を築いていけるかどうかが今後の

課題である。
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